
 

子どもたちは友だちと、日々共に生活を重ね、楽しい遊びを共有する中で

自然と関わりが深まり、おしゃべりしたり、やりとりを楽しむようになって

きました。 

幼児クラスでは異年齢の友だちが同じクラスで一緒に過ごしています。大

きい友だち、小さい友だち、困った時は協力したり、時には憧れたり、大切

な存在としてお互いを認め合う関係を育んでいます。 

 

 安心できる保育士との関係を土台にしながら、乳児クラスの子どもたちも、少しずつ

友だちに興味を広げています。 

していることを真似してみたり、同じことをして遊ぶ楽しさを感じるようになってき

ました。友だちが笑うとなんだか自分も嬉しくて笑顔になる、気持ちを分け合う心地よ

さを感じています。 


